
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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天の夢を実現する二つの精誠！ 

 
● 一方、アダムが創造目的を完成するために

立てなければならなかった第二の条件は、彼が

「実体基台」を造成することであった。 

アダムが神のみ言を信じ、それに従順に従っ

て、その成長期間を完全に全うすることにより

「信仰基台」を立てることができたならば、彼は

その基台の上で神と一体となり、「実体基台」を

造成することによって、創造本性を完成した、み

言の「完成実体」となり得たはずであった（ヨハ

ネ一・１４）。アダムがこのような「完成実体」とな

ったとき、初めて彼は、神の第一祝福であった個

性完成者となることができたはずである。もし、

アダムが堕落しなかったならば、彼は前述したと

おりの経路によって創造目的を完成したはずで

あった。  アージュ！ 
 

(原理講論 緒論（一）蕩減復帰原理 2．メシヤのための基台) 

 

● 中間位置にいる堕落人間を、神はどのよう

にしたらサタンから分立させることができるで

あろうか。サタンは元来、血統的な因縁をもって

堕落人間に対応しているのであるから、あくま

でも人間自身が、神の前に出ることのできる一

つの条件を立てない限り、無条件に彼を天の側

に復帰させることはできないのである。 

一方においてサタンも、これまた人間の創造

主が神であることを熟知しているので、堕落人

間自身に再びサタンが侵入できる一つの条件

が成立しない限りは、かかる人間を無条件に奪

っていくことはできないのである。それゆえ、堕

落人間は彼自身が善なる条件を立てたときに

は天の側に、悪なる条件を立てたときにはサタ

ンの側に分立される。 
 

( 原理講論 緒論（一） 蕩減復帰原理 １．蕩減復帰 ) 

 

● アダムが創造目的を完成するためには、二

つの条件を立てなければならなかった。 

その第一条件は「信仰基台」を造成すること

であったが、ここにおいては、もちろんアダム

が「信仰基台」を造成する人物にならなければ

ならなかったのである。その「信仰基台」を造成

するための条件として、彼は善悪の果を食べて

はならないと言われた神のみ言を守るべきで

あり、さらに、この信仰条件を立てて、その責任

分担を完遂するところの成長期間を経なけれ

ばならなかった。そうして、この成長期間は数に

よって決定づけられていくものであるがゆえ

に、結局この期間は、数を完成する期間である

ということもできるのである。 
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